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苅日町青少年首成町民会議だより
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書少年健全育職講演会

確

認

い
碑

ら
　
せ

深
夜
の
入
室
Ｆ

お
一断
．ね0

演赳

曇
こ

の
饉

．‘
■
Ｔ

議

号

●
　

■

た

ュなヽ
つ
0｀

● 健全育成を呼びかけるパレード

② 商店へのステッカー配付
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を
大
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に
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▲やつばり、手作 り凧は楽 しいね
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0日
「

＞
揚
が
る
か
な
？
落
ち
る
か
な
？
微
妙
な
と
こ
ろ
。

ヤ

ッ
タ
ー
、
あ
が

っ
た
―

去
る

一
月
二
十
七
日
、
気
持
ち
よ
く
晴
れ
上
が

っ
た
青
空

の

下
、

「
風
と
遊
ぼ
う
、
凧
上
げ
カ
ー

ニ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。小
中
学
生
、
親
子
づ
れ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

約
二
百
人
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
作
品
を
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
場
げ
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
ク
ラ
ス
全
員
で
作

っ
た

「連
凧
」
を
持

っ
て
き

て
揚
げ
た
り
、
三
世
代
の
家
族
み
ん
な
で
参
加
し
、
お
孫
さ
ん

を
見
守
る
な
ど
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
冷
た
い
風
の
中
、
友
だ
ち
や
家

族
の
ホ
ッ
ト
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
北
九
州
鳥
凧
愛
好
会
の
方
々
に
よ
る
韓
国
凧
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
、

新
春
を
彩
る
に
ふ
さ
わ
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
凧
上
げ
風
景
。
こ
の
つ

ぎ
は
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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第
１
回

凧
揚
げ
カ
ー
ニ
バ
ノン

▲風が出てきたノ青空に吸い

込まれる凧たち。

レ馬場小の手づ くり

連凧。
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▲グラウンドの隅には「凧の病院」もでき、

こわれた凧の「治療」に当たりました。
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青少年教育相談Q&A
前号に引き続き今回も登校拒否問題についてふれてみたいと思い

ます。

Q.子 どもたちが、登校拒否にならないようにしたいと思います
が、どうしたらいいでしょうか。また、登校拒否を事前に防ぐた

めにはどうしたらいいでしょうか。

A.子 どもたちが登校拒否になる前には、さまざまなSOSの救
援信号を発しています。それはすべてではありませんが次のよ

うな徴候が見られます。子どもたち本人でさえ気付いていない

ことも多いので、まわりの人たちの細心の注意が必要であり、早

めの対応が必要です。
また、大切なのは、対話をする機会を多く持ち、あたたかく見

守ってあげることですが、場合によっては担任の先生や専門の

先生に相談することも必要でしょう。

《行 動 面》
1. 登校状態に関して
① 遅刻。早退が多くなる。
② 朝、ぐずぐずして起きない。
③ 朝の支度に手まどる。
(朝食、着替え、 トイレ、時間割そろえ等)

④ 登校時間が近づくと行動がおかしくなる。
⑤ 親が登校を促すと反抗したり、暴れたりする。

《精 神 面》
1. ′1青緒不安定
① イライラしして不機嫌である。
② 親や下の弟、妹に八つ当たりする。
③ 夜、一人で寝られず母親と寝たがる。
④ 不眠を訴える。
⑤ 要求したものを手に入れるまで執拗にねだり、時
に暴力を振るう。
⑥ 昼夜逆転
2. 性格変化
① 活発で外向的な子が、おとなしく、静か、暗くな
る。

② おしゃべりな子が無口になる。
③ のんびりしていた子が神経質になる。

今
、
話
題
の

「
０
９
９
０
」
で
始
ま
る
番
号
に
か
け

る
と
様
々
な
情
報
が
有
料
で
得
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

情
報
提
供
者
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を
借
り

て
番
組
を
流
し
、
利
用
者
は
通
話
料
の
ほ

か
に
３
分
間
ご
と
に
最
高
三
百
円
の
情
報
ダ
イ
ア
ル
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料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

利
用
価
値
は
高
く
、
新
鮮
で
質
の
高
い

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
青
少
年
に
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
ア
ダ
ル
ト

情
報
や
、
興
味
本
意
な
も
の
な
ど
も
数
多

く
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
な

ん
の
障
害
も
な
く
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
情
報
料

も
高
額
と
な
り

一
か
月
の

電
話
使
用
料
が
数
十
万
円

に
も
な

っ
て
し
ま

っ
た
と

い
う
実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

苅
田
町
で
も
、
各
種
の
チ
ラ
シ
や
ロ
コ

ミ
な
ど
で
青
少
年
に
広
が
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

各
家
庭
で
も
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
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先
日
、
所
用
で
山
口
市
に
行
く
機
会
が

あ
り
、　
つ
い
で
に
山
口
市
青
少
年
健
全
育

成
市
民
会
議
を
訪
ね
、
お
話
を
お
聴
き
じ

ま
し
た
。

山
口
市
は
、
落
ち
着

い
た
美
し
い
ま
ち

で
す
。
そ
ん
な
環
境
の
中
、
市
民
会
議
の

み
な
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
は
、
地
域
で
育

つ
。
地
域
は
子
ど
も
で
結
ば
れ
る
」
―
出

会
い
。
ふ
れ
あ
い
。ふ
る
さ
と
づ
く
リ
ー
を

テ
ー
マ
に
、
地
域

・
市
民
ぐ
る
み
の
健
全

育
成
の
風
土
づ
く
り
に
精
力
的
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
お
お
い
に
感
服
し
感
銘

を
受
け
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
発
足
後
ま
だ

一
年
半
の
、

我
が
町
民
会
議
。
も

っ
と
も

っ
と
家
庭
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
掘
り
起
こ
し
、

ま
た
、
そ
う

い
っ
た
活
動

へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
に
向
け
、
み
な
さ
ん
の
要

望
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

よ
り
前
向
き
な
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

「声
」

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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